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厚生労働省
作成スライド



日本では

いつ、どこにいても必要な医療が受けられる社会

を守るため、医療者が日々努力を重ねています。

我が国の医療と医師の働き方

厚生労働省作成
スライドより
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しかし、その社会は

医師の長時間労働によって支えられています。

我が国の医療と医師の働き方

厚生労働省作成
スライドより

医療者の中
でも特に、
一部の医師
の極めて長
時間の労働
によって支
えられてい
るのが現実
です…
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長時間、医療現場と向き合う中で
こんな事を考えることはありませんか？

休んだり、自分の時間も
大切にしたいな

助けてもらえそうな
業務はシェアして

いきたいな

我が国の医療と医師の働き方

厚生労働省作成
スライドより
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先生疲れてそうだな…
今日の私の手術、
大丈夫かな…。

先生しかできる人は
いないのかな…

診察が早く終われる
ようにしないと、

先生も休めないよな…

患者さんも不安に感じているかもしれません。

我が国の医療と医師の働き方

厚生労働省作成
スライドより

さらには、
睡眠時間が
短く、疲労
がたまった
状態では、
判断力が鈍
り、医療事
故につなが
る可能性も
あります。
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日本の医療を取り巻く状況は…

高齢者の増加に伴う

医療需要の高まり

患者さんの
生活や健康状態に合わせた

総合的な医療の提供

生活習慣病・悪性腫瘍治療を
中心とする

医療ニーズの変化

我が国の医療と医師の働き方

厚生労働省作成
スライドより
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少子高齢化が特に進む地域では、

医療従事者全体のマンパワーが不足
していきます。

我が国の医療と医師の働き方

厚生労働省作成
スライドより

一方で

地域によっては、医療人
材の確保や、医師の偏在
がこれまで以上に課題と
なっていきます。
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これからも、医師個人の業務が増えるかもしれません。

増加する高齢の患者さんは、

治療に時間と人手が必要
医療が高度化するほど

修練に年月がかかる

我が国の医療と医師の働き方

厚生労働省作成
スライドより
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地域に必要とされる医療を持続的に提供できる社会
の実現が必要となってきます。

・・・・・ ・・ ・・・

我が国の医療と医師の働き方

今後、こうした医療を取り巻く状況の変化が見込まれる中で、
厚生労働省作成
スライドより
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多様な医療従事者が活躍をしつづけるために、

働きやすい環境を作っていくことが大切です。

我が国の医療と医師の働き方

厚生労働省作成
スライドより

医療分野で
も、時間の
制約のない
働き方がで
きる人だけ
で業務を行
うようなや
り方を見直
して、子育
て中の方々
や高齢な
方々など、
多様な環境
にある医療
従事者が活
躍しつづけ
るために、
働きやすい
環境を作っ
ていくこと
が大切です。
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医師の働き方改革を進めることは

医師・患者さんの双方にとって重要なことです。

医師にとってのメリット

・勤務間インターバルの確保により
必要な休息がとれる。
（宿直明けは昼までに帰宅できる）

・タスクシフト／シェアの推進により、
医師でなければできない仕事に集中
できる

・・ ・・・・・・・

我が国の医療と医師の働き方

厚生労働省作成
スライドより
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患者さんにとってのメリット

・さらに安心・安全な医療が受けられる

・質の高い医療が受けられる

医師の健康が確保されることで…

医師の働き方改革を進めることは

医師・患者さんの双方にとって重要なことです。
・・ ・・・・・・・

我が国の医療と医師の働き方

厚生労働省作成
スライドより

医師の作業
能力が適切
に維持され、
インシデン
ト、アクシ
デントの発
生が抑えら
れるように
なり

医療従事者それぞれの専門性を活かした医療提供
システムが形成されることで、患者さんの個々の
状況にあわせた医療サービスの提供が進み

16



それぞれの医療機関で
働き方改革を進めましょう！

我が国の医療と医師の働き方

働き方改革は、職場の全員が主人公です。
厚生労働省作成
スライドより

いまの働き方の
何を大事にし、
何を見直して行
くべきか、年代
や職種を越えて
みんなで話し合
えば、職場の文
化は変えていく
ことができます。

雇用主や管理者
だけの問題では

なく
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❷ エンゲージメント等について
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コミュニケーションプロセス

発信者の世界 受信者の世界

発
信
者

受
信
者

言
葉
、

身
振
り
、

表
情

（記号）

変換

考えている事、
感じている事

発音、動作

（送信）

聴覚的・視覚的刺激
言
葉
、

身
振
り
、

表
情

（受信） （記号）

解読

【枠組】

価値観・人間観・人生観
世界観・自己概念・他者認知
宗教・職業観・性格など

【枠組】

価値観・人間観・人生観
世界観・自己概念・他者認知
宗教・職業観・性格など

受信した記号を、
過去の体験や概念
と照らし、理解

主観的辞書 主観的辞書

19コミュニケーションプロセスモデル（津村・山口、2005）をもとに国立人事において作成



コミュニケーションの障害要因

発信者の世界 受信者の世界

発
信
者

受
信
者

言
葉
、

身
振
り
、

表
情

（記号）

変換

考えている事、
感じている事

発音、動作

（送信）

聴覚的・視覚的刺激
言
葉
、

身
振
り
、

表
情

（受信） （記号）

解読

【枠組】

価値観・人間観・人生観
世界観・自己概念・他者認知
宗教・職業観・性格など

【枠組】

価値観・人間観・人生観
世界観・自己概念・他者認知
宗教・職業観・性格など

受信した記号を、
過去の体験や概念
と照らし、理解

すべて言葉に
できない等 充分に相手に伝

えきれない等

聞き逃す、聞
いたつもり等

誤解等

主観的辞書 主観的辞書

いかに相手の枠組に立って「聴く」
ことができるか、共感的理解が大切

20コミュニケーションプロセスモデル（津村・山口、2005）をもとに国立人事において作成



人間関係を観る視点（コンテントとプロセス）

「何を」

「どのように」

コンテント（内容）

プロセス（関係的過程）

「今ここ」で起こっていることに
気づくことが重要

どのように話してい
るか、聴いているか

どのように参加し
ているか、意思決
定しているか感情 思考 行動

21
コンテントとプロセスの氷山図（津村、2012）をもとに国立人事において作成



ホスピタリティの核心は何だろうか

表情、動作、

相手の言動を注視し、
その背景に寄り添う

身だしなみ、言葉遣い

「今ここ」で起こっていることに
気づくことが重要

感じたり、気づ
いたりすること傾聴 共感 受容
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心のこもったおもてなし

ホスピタリティ・スキル

ホスピタリティ・
マインド

見たり、聞いたりして
確認できること

傾聴；注意を払って、
より深く、丁寧に耳
を傾けること

共感；他人の意見や感情などを、
その通りだと感じること

受容；自分の価値観
で批判や評価をせず、
ありのままに受け入

れること
コンテントとプロセスの氷山図（津村、2012）をもとに国立人事において作成



信頼関係を構築するために何が必要か

開放領域 盲点

隠している 未知

私はわかっている 私はわかっていない

あなたはわかっている

あなたはわかっていない

フィードバック必要

（ココを広げる）
自
己
開
示
必
要

他者との関係の中
で、より自由で信
頼できる関係を築
き上げるとともに、
ありのままの自分
であり得るために
は、開放領域を広
げることに取り組
むことが大切です
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JOHARI（ジョハリ）の窓（対人関係における気づきのグラフ式モデル）をもとに国立人事において作成 



自己開示とフィードバック

自己開示・・・自分の考え、気持ち、
感情の開示

今、何を感じ、どのような気持ちが動いてい
るかは、自分からオープンにしない限り、相手
は表情や口調などから推測することはできて
も、真実を知ることはできません

自己開示をしないでいると、互いに何を考え
ているのかわからず不安や不信が生まれます

自己開示は、相手の自己開示を誘います

フィードバック・・・人ではなく、行動に
対して、ありのままに表現

その行動が、どのようなインパクトを与えた
かを「Ｉメッセージで」伝えます

私は＿＿＿＿＿＿と感じました（感情）

私は＿＿＿＿＿＿と考えました（思考）

私は＿＿＿＿＿＿をしました（行動）
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「傾聴」と「対話」

傾聴・・・相手の言葉の背景にある
「思い」や「感情」までも聴くこと

相づちをはじめ、自分の聴いた事を繰り返し
て確認をとったり、より深く理解するために質
問したりするなど、相手を理解するために積
極的に聴きます

対話・・・考え、意見、感情を含んだ
信頼関係に基づいた話し合い

対話の場は、お互いの人格を尊重し、相手
を理解しようという肯定的な思いが根底に
あります

考え方や価値観の違いを受け入れ、乗り越
えるために、自分の意見を率直に伝え、相
手の意見を傾聴し、話し合います
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アサーション（自他尊重の自己表現）

自分の気持ちや意見を大切にして率直
に、正直に伝えると同時に、相手の気
持ちや思いも大切にして耳を傾けるやり
とり（態度）です

ポイントは３つ

• 自分の気持ちや意見をはっきりさせる

• それをその場にふさわしい方法で表現

• 相手の思いを理解すること

共有できること

納得のいく結論

主
張

主
張

✕ 非主張的な態度
✕ 一方的に主張する攻撃的態度
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エンゲージメントについて

「職務」・・・やりがいや裁量

職務を通して、「やりがい」を感じら
れているか

職務を遂行する上で、必要な「裁
量」が与えられているか

「自己成長」・・・達成感や成長機会

仕事を通して、「達成感」を得られ
ているか

仕事を通して、能力やスキルを高
められているか

27「組織の未来はエンゲージメントで決まる」（英治出版）より



エンゲージメントについて

「健康」・・・仕事量やストレス反応

任されている「仕事量」は適切か

頭が重い、イライラする等の「スト
レス反応」が出ていないか

「支援」・・・職務上の支援、自己成
長への支援、使命や目標の明示、同
僚からの困難時の支援

職務を遂行する上で、必要なサ
ポートがあるか

自身の成長の手助けをしてくれて
いるか

部署や個人のミッションや目標を、
わかりやすく伝えているか

自分が困っているときに、同僚は
助けてくれるか

28「組織の未来はエンゲージメントで決まる」（英治出版）より



エンゲージメントについて

「人間関係」・・・上司との関係、仕
事仲間との関係

上司とは良好な関係が築けてい
るか

仕事仲間とは良好な関係が築け
ているか

「承認」・・・成果に対する承認、発
言・意見に対する承認、評価への納
得感

成果を認められたり褒められたりし
ているか

自分の意見や発言を周囲が聞い
てくれているか

成果や貢献に見合った評価がさ
れているか

29「組織の未来はエンゲージメントで決まる」（英治出版）より



エンゲージメントについて

「理念戦略」・・・経営理念への共
感、方針・事業戦略への納得感、経
営陣に対する信頼、事業やサービス
への誇り

経営理念に共感しているか

方針や戦略に納得できているか

経営陣を信頼しているか

自院で展開する事業やサービスに
誇りを感じているか

「組織風土」・・・キャリア機会の提供、
挑戦する風土、部署間での協力、称
賛への妥当性

意欲的であれば、チャンスが与え
られるか

失敗したこと以上に、挑戦したこと
を讃えられるか

目標を達成する上で、他部署は
協力的か

誰かが称賛されたとき、適切であ
ると感じているか

30「組織の未来はエンゲージメントで決まる」（英治出版）より



エンゲージメントについて

「環境」・・・職場環境への満足度、
ワーク・ライフ・バランス、給与への納
得感

働きやすい職場環境か

必要に応じてライフスタイルに合っ
た働き方ができるか

働きに見合った給与・ボーナスが
支払われていると感じているか

31

コ ラ ム

未来のカイシャの7つの必要条件

志向力…その組織ならではの「ありたい
姿」を高く掲げていること

共感力…内外のメンバーがそれに強く
惹きつけられ、共有していること

開放性…ヒト、生物・無生物、そしてAI
との共生・協働を目指すこと

異結合…異質なメンバー間の化学反
応によって、イノベーションを起こすこと

編集力…個の「たくみ（クリエイティビ
ティ）」を組織の「しくみ（標準や型）」に
編み上げる力

変態力…過去にとらわれず、非連続な
未来に向けて、「自己投企」し続けること

学習力…常に新たな学びを取り入れ、
知恵をアップデートし続ける力

「カイシャがなくなる日」（名和高司著）より

「組織の未来はエンゲージメントで決まる」（英治出版）より



２．鹿児島厚生連病院のケース

32

https://kago-ksr.or.jp/

急性期９４床
地域包括ケア９０床



 軌跡

令和５年１２月 「業務改善部会」 始動

33

目的・方針

（1）各部署の相互理解
（2）改善事例の情報共有
（3）部署・部署間で抱えている業務の課題解決

「組織が一丸となって活き活きと働き続けられる職場環境づくりに取り組む」

医療技術の高度化や患者等の高齢化にともな
う対応の増加、医療安全・法令遵守の厳格化
等により業務過多になりやすい傾向にある一方
で、職員の採用難から現場ではマンパワー不足

「働き方改革関連法」により長時間労働の縮減等が求
められるなど、職場環境改善・業務改善への取り組みや、
職員一人一人の労働生産性の向上をはかる必要

毎月第４水曜日 16時から17時



 軌跡

令和５年１２月 「業務改善部会」 始動

34

考え方・進め方

建設的な意見を発言する
・お互いに部署を知ろうとする
・双方にとってよい方法を皆で検討する

１）問題解決した成功事例の共有
２）業務改善が必要な事柄について協議



 軌跡

令和５年１２月 「業務改善部会」 始動
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問題解決

「問題」とは、「あるべき姿」と「現状」とのギャップ
・問題がたくさんある場合、優先順位（緊急度・重要度）を考える
・何が問題なのかを明らかにすることが肝要

 ☞  「原因」は一つとは限らず、色々な角度から原因となることを考える
 ☞  「対策」は具体的に、だれが、いつまでに、何をするのかを考える



 軌跡

令和５年１２月 「業務改善部会」 始動
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進め方

業務上、すでに問題解決された成功事例について、他部署の参考になる
ので、取り組み事例を紹介（あわせて、その「効果」についても）

業務上、現在困っていることについて（現状）、問題、原因、対策を考え、
多職種での問題解決が必要と考えられる内容について協議
→その内容について「問題」「原因」「対策」を全員で確認する。

その際、患者中心、患者へ与え
る影響度等を基準に、皆で優
先順位を決定し、問題解決に
向けた協議を重ねていく



 軌跡

令和５年１２月 「業務改善部会」 始動
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相互理解・連携促進に向けた現状把握

「改善事例」「現在困っていること」どちらか1つ以上の作成を、各部署へ
お願い



 軌跡

第２回～第４回 「業務改善部会」
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経過と問題点

各部署から多くの意見がでたことから、改善事例を報告しつつ、試験的
に多職種連携が必要なものをピックアップし部会として取り組むこととした

一方で、各部署内の固有の課題等も多かったため、一度各部署へ持ち
帰り部類分け（各部署固有の課題、１対１部署間の課題、複数部署・
多職種が関係する課題）をお願い

ところが…

複数部署・多職種が関係する課題は、想像以
上に難易度が高く、話し合いが難航



 軌跡

第５回 「業務改善部会」
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部会の立ち位置を修正

これまで出された課題を順番にプレゼンし、部会出席者から意見をもらう
形式に変更

各部署の課題にかかる「問題を整理する場」とし、解決に向けた対策に
ついて「多職種で意見交換をする場」へ変更 

担当部署は自部署の課題、問題、原因と対策（案）を説明
その後、他部署の出席者からの質疑応答や対策（案）の提案

を受け、対策（案）について自部署内で実行可能か、他部署を
交えての対策が必要か等を協議し、業務改善部会としての対策
（案）を整理 

対策を実行でき、改善につながった事例は、部署内で対策につ
いて情報共有し、実行後、改善事例を共有



 軌跡

第６回 「業務改善部会」
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外部環境や業務改善・効率化の視点を再確認

次からのスライド内容で講演



現在地について（外部環境）

41

PART1
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新しい時代の働き
方に関する研究会 
報告書 参考資料
より
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国立社会保障・人口問題研究所
都道府県・市区町村別の男女･年齢（5歳）階級別将来推計人
口-『日本の地域別将来推計人口』（令和５（2023）年推計）
より
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令和２年度厚生労
働省委託事業「医療
勤務環境改善マネジ
メントシステムの普及
促進等事業」医療機
関の働き方改革セミ
ナー 資料１より



45

日本経済団体連合会
週刊 経団連タイムス 2023年2月23日 No.3580 より
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JILPT
早わかり グ
ラフでみる長
期労働統計
より
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新しい時代の働き
方に関する研究会 
報告書 参考資料
より
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新しい時代の働き
方に関する研究会 
報告書 参考資料
より
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新しい時代の働き
方に関する研究会 
報告書 参考資料
より
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新しい時代の働き
方に関する研究会 
報告書 参考資料
より
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新しい時代の働き
方に関する研究会 
報告書 参考資料
より
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令和２年度厚生労
働省委託事業「医療
勤務環境改善マネジ
メントシステムの普及
促進等事業」医療機
関の働き方改革セミ
ナー 資料１より
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いきサポ
ホームページ



54

令和２年度厚生労
働省委託事業「医療
勤務環境改善マネジ
メントシステムの普及
促進等事業」医療機
関の働き方改革セミ
ナー 資料１より



骨太の方針2024（抜粋）

三位一体の労働市場改革

賃上げを持続的・構造的なものとするため、三位一体の労働市場改革を
推進する。

■ リ・スキリングによる能力向上支援。

■ 個々の企業の実態に応じたジョブ型人事（職務給）の導入。

■ 成長分野への労働移動の円滑化。
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内閣府
ホームページ



業務改善・効率化の視点
PART2

56



議題

1 目的は何か

2 改善・効率化の視点

3 現状把握

4 課題抽出

5 取り組む

57



1.目的は何か
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質の高いケア＆
イキイキ働ける環境
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ミッション／ビジョン

基本理念

「予防から治療に至る一貫体制」を堅持し、

JA組合員・地域住民の健康の維持・増進活動と

良質で高度な医療の提供を通じて、

地域社会の発展に貢献します。

基本方針

1.予防医療を通じ、みなさまの健康づくりを積極的に支援します。

2.安心・安全な質の高い医療につとめ、心のかよう治療に取り組みます。

3.地域の医療機関や介護施設と連携して、みなさまの健康とくらしを支えます。
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ミッション／ビジョン

基本理念

→ イメージしてみましょう

基本方針

→ イメージしてみましょう
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2.改善・効率化の視点

62



まずはチームの心理的安全性を高めよう

63

①リフレーミング

リフレーミングとは、異なる視点から物事を捉えなおすこと。

「失敗」→「学習の機会」

②主語を「私」から「私たち」へ

主語が「私」だと、自分以外（のこと）は「他人事」となりますが、
主語が「私たち」だと、自分以外（のこと）も「チーム事」となります。



改善・効率化の主なターゲット

・非効率な方法・手順

・他職種等実施可能

・業務負担の偏り
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業務内容・方法・体制を見直し、効率的に改善

効率化の主な方法

排除 廃止 削減

交換 再配置 標準化

結合・分離 一元化 分業化

簡素化 機械化 IT化

時間・空間の工夫 なくす ずらす 長（短）く・広（狭）くする
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勿論、ケアの質の担保は大前提

必要な視点

• 各職種の専門性は何か（専門性の保持）

• 倫理（患者等の尊厳や権利を損なわないか）

• 医療安全（業務の範囲・方法・手順）

• 法律・制度（関係法令、医療法、診療報酬等）

• 働きがい（負担軽減、モチベーション向上）
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目指すべき成果

• 質の高い（タイムリーな）ケア

• 業務時間・業務量削減

• イキイキ働ける環境（モチベーションの維持・向上）

• WLBの取れた働き方の実現
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3.現状把握
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院内業務の見える化

主観的な意見と、客観的なデータとを組み合わせて、現状を把握します

• プロセスマッピング（業務フローを図により可視化。マニュアルにもなる。）

• ヒアリング（どの業務の、どのような点が、うまくいっていないのか。方策案は。）

• アンケート（傾向をつかむ。選択式→定量的。自由記述欄→定性的。）

• タイムスタディ（どの時間帯に、どのくらい時間をかけ、どのような業務を行っているか。）
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4.課題抽出
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課題（問題：理想と現状とのギャップ）の抽出

現状でできていないこと、不足していること、阻害要因は？【課題真因の言語化】

• ムリ（資源（人材・体制・設備等）や時間・手順が不十分なため、業務遂行に支障）

• ムダ（資源や時間・手順に余分がある）

• ムラ（資源や時間・手順が一定でないため、業務の成果や進捗がまちまち）

• → 「なぜ？」を繰り返してみる

71

最終的に成し遂げたいこと（理想）は何か？



課題（問題）真因の言語化の「視点」

1. 痛みを感じるポイントが確実に存在するか

2. 痛みは、どれくらいシビアで、頻繁にあるか

3. 強い感情を示したか

4. 解決できるものか（課題解決の有効な解決法は何か。前提条件は正しいか）

5. 解決されるべきであると信じているか

6. 課題解決できない制約条件があるか

7. 気づいていなかった潜在的な課題が引き出されたか
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5.取り組む
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取組の方向性・方策の検討

74

非効率な方法・手順 他職種等実施可能 業務負担の偏り

廃止
削減

再配置
標準化

一元化
分業化

機械化
IT化

なくす
ずらす

長（短）く・広（狭）くする

排除

交換

結合・分離

簡素化

時間・空間の工夫

※勿論、ケアの質の担保は大前提



取組手順（誰が、いつまでに、何を）

75

①スケジュール（時期・期間）

②体制・連携・協働（コラボ）

③道のり（試験的・アジャイル・ウーダループ）

④合意形成・経費

⑤目標（値）設定

⑥（P）DCA



目標設定例

〇〇（方策）によって、

●●（課題）に要する時間を
削減することで、

■■（時期）までに、

△△（指標）が、

▲▲以上減少する。

指標（例） 測定 目標 実績

要する時間 分

時間外労働 分

エンゲージメント パーセンテージ (%)

ポジティブな
フィードバック

パーセンテージ (%)

離職率 パーセンテージ (%)
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考慮事項

「D」「C」「A」

• 随時記録、進捗の共有

• 意見交換（振り返り）

• 目標（値）達成の可否・程度

• 達成要因、障害となった要因

• 取組全体の評価

• ケアの質向上、モチベーションの維持・向上

• WLBの取れた働き方の実現

• 時期の変更、改善、工夫

改善を続ける（SECI）

声掛け、フィードバック（目的・意義の共有）

個人の目標を設定する

反復（して適応）する

パフォーマンス（成果）を振り返る

新しいテクニック・組み合わせを探索する
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 軌跡

第７回～第９回 「業務改善部会」

78

継続と総括

継続して部会を行うとともに、さらなる部会改善の検討

成 果
①部署毎に問題解決に向けて原因、対策等を協議
②他部署に対する建設的な意見
③各部署の抱える課題の共有
→「相互理解」「お互いさま」の雰囲気の醸成

課 題
①プレゼン１ヶ月後の経過報告はあるものの、その

後改善状況の確認や追跡ができていない。
②各部署固有の事案の検討を中心にしており、複数

部門に関連する課題についての協議・検討ができてい
ない。

③部署の課題抽出に難渋している。



 軌跡

第10回 「業務改善部会」
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今後のすすめ方について再確認

今年の４月は新年度と同時に新たな中期３か年計画のスタートとなる
節目であり、よいスタートが切れるように所属長および部員メンバーを中
心にエンゲージメントを高める取り組みを職員の方々に波及させたい

勤務環境改善マネジメントシステムのステップ３～７を強化ポイントとし、
ＰＤＣＡを回していきたい

以降、グループワーク形式を導入

組織開発の視点を取り入れ、
対話やコミュニケーションの向上を念頭に

部会を運営
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お勧めする可能性を11段階で
答えてもらった結果を指標とし
て、今後の取り組みを通じてネ
ガティブな評価の方のエンゲー
ジメントを高めていく

あなたの親戚や友人に、厚生連で一緒に働
くことをどの程度おすすめしますか？



 軌跡

第1１回 「業務改善部会」

81

ありたい姿について再確認

全職員の、親戚や友人に厚生連病院で一緒に働くことをお勧めする可
能性を11段階で答えてもらった結果を部会で共有

まずは、３年後のありたい姿をイメージ（厚生連はこうありたい、私はこ
うありたい）していただき、部会メンバーが考える厚生連病院の問題点に
ついて、どの問題点につき、なぜ、具体的な対策は、何から始めるか、検討



 軌跡

第１回 「業務改善プロジェクト」

82

プロジェクトについて確認

全職員の、親戚や友人に厚生連病院で一緒に働くことをお勧めする可
能性を11段階で答えてもらった結果を共有

組織全体をよくするために、まず各部署での取り組みが重要なので、所
属長のみなさんにお集まりいただいた（ ☞ 業務改善プロジェクト）

目的を共有し、簡単なことから取り組むことや、部署内のコミュニケーショ
ンを図ることでのスタッフの一体感の醸成の重要性の確認ため

業務改善をすすめるためには、職員のエンゲージメン
ト（職場・職務に対する愛着や誇り、熱意）を高め、
組織が何のために、何がしたいのか（理念・方針）
を明確にして、職員に共感していただくことが重要



 軌跡

病院方針の確認

鹿児島厚生連病院基本理念
鹿児島厚生連病院基本方針
令和7年度事業計画骨子（中期３カ年計画）

理事長、副院長等から方針等の周知

グループワーク形式

３年後のありたい姿について
のワーク

第１回 「業務改善プロジェクト」

３年後の自部署のありたい姿を考えてメモ。
→書き出すことでアウトプットするトレーニング

グループ内で理由を説明し、他部署と取り組みや問題点などを共有。
→具体的に言葉に出すことで、伝える能力のトレーニング
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 軌跡

84

看護部の目標管理事例紹介

課題を明確化し目標設定
バランススコアカード紹介

グループワーク形式

プロセスを振り返ることで、自分
自身のホスピタリティがどうで

あったかを学ぶワーク

部署の目標設定
についてのワーク

グループワークの感想
・部署の課題解決に向けて、今後動きたい展望がみえてきた
・上席者で話した内容を部内にどう周知していくか議論した
・各部署の課題をそれぞれ知ることができた。何とかしたい思いはみん
なあるのでこれから行動していきたい
・ワークライフバランスの確保等スタッフが働きやすい環境作りをしてい
きたいと議論した
・スタッフがやりがいを持つようにはどうしたらいいか議論した
・色々な課題があるが共有することが大切だと感じた

第２回 「業務改善プロジェクト」



 軌跡

85

以下についてのグループワーク

目標の評価方法について
目標設定にあたり苦労した点（困ったこと）について

グループワーク形式第３回 「業務改善プロジェクト」



 軌跡

第1２回 「業務改善部会」
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以下についてのグループワーク

部署の目標達成のために具体的に何に取り組みますか？

具体的な取り組み内容の実行に関する役割分担ができそうですか？

目標を数値で評価できるものに何がありますか？

各部署の
「３年後のあるべき姿（目標）」と
「令和７年度行動計画」について



 軌跡

第1３回 「業務改善部会」

87

業務改善部会・プロジェクトでの主な取り組みの再確認
各部署での目標設定

目標設定プロセスにおける部署内で活発なディスカッションのトレーニング
グループワーク

自分の考えをまとめ（頭で考えて文字化する）、アウトプットする（グルー
プ内で発表する）トレーニング
司会役：メンバーの意見を引き出すトレーニング、意見をまとめるトレーニング
記録・発表役：メンバーの意見をわかりやすくまとめ、他のグループに伝えるトレーニング
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飲食OK！

時にはBGM♪



・会話、対話の重要性を感じた。相手を思い行動することで雰囲気が良く
なると考えます。
・みんなで助け合うとアイデア倍増。課題達成しやすくなる。一つの課題、目
標に同じ視点で取り組むことが大切。
・目先の仕事ばかりにならずに周りの仕事の状況も見ながら声掛けしたい。
・目標が統一されていたら、協力的に仕事が進むことを実感した。
・目的、目標をしっかり立てることで、相手の事、周りの事を考えながら行動
を起こす事でうまくいく。コミュニケーションの取り方もいろいろある。
・コミュニケーションを取ることで、個人では達成できないことにも立ち向かっ
ていける。
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感 想



いきサポ ☞

人材確保対策 ☞
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https://iryou-kinmukankyou.mhlw.go.jp/

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/0000053276.html



ここで、グループワークについ
て、簡単に解説します

96

❶「課題」に対して自分として一番望ましい声かけと思うものを選択して下さい。
❷下記の【合意の心得】を踏まえ、グループ（組）で話し合い、グループ
（組）として一番望ましいと思う声掛けを選択して下さい。

≪ 時間４分 ≫

【合意の心得】
本日の研修の総論編の内容を思い出してください。
お互いが納得するまで、十分話し合ってください。
決定を一つにするためには、誰かが妥協しなければならないのですが、安易

に妥協せず、十分納得して譲ってください。

会場では、以下の
ような用紙が配布

されています

お隣の人と、２人一組になります



ご視聴の皆様も、取り組んで
みましょう
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【課 題】
 研修で、グループワークに対応できにくい方（50歳代）に対し

ての声掛け
① 〇〇さん、グループワークの内容を理解できていますか？
② それでいいと思います。何かあれば声をかけて下さいね。
③ 無理をしないで、休まれてもいいですよ。
④ 頑張って、このようにやってくださいね。
⑤ 〇〇さん、できるところまでやればいいと思いますよ。
 自分の選択 （ ）  グループ（組）の選択（ ）

「対人援助職リーダーのための人間関係づくりワーク」（鯖戸善弘著）をもとに国立人事において作成



ふりかえり

98

話し合い中の、メンバー同士の（お互いの）関係に思いを寄せ、気づいた
ことを書いてください。

１．あなたは、メンバー（お隣の人）に対して寄り添う気持ちで話すことが
できましたか？

不十分  十分  その理由は？
１ ２ ３ ４ ５ ６                     

２．あなたは、メンバー（お隣の人）の考えに対して寄り添う気持ちで聴く
ことができましたか？

不十分  十分                   その理由は？
１ ２ ３ ４ ５ ６          

３．このワークで気づいたことで、日常の中で活かせることはありますか？

「対人援助職リーダーのための人間関係づくりワーク」（鯖戸善弘著）をもとに国立人事において作成



◆実際の進め方
・それぞれのグループ（組）の選択したものを発表してもらう。
・ホスピタリティある対応のために大事なことについて、気づいたことの発言を求め、共

有する。
・「振り返りシート」を記入してもらう。
・それぞれのグループ（組）で、「振り返りシート」に書いたことを発表しながら共有する。
・全体で、ワークから気づいたことを共有する。

99

【ねらい】
・お隣の人と、”望ましい声掛け”として合意を導く話し合いをする中で、自分や他者がどのような働きか
け（声掛け）をしているかに気づく。
・話し合いにおいて、お隣の人に対して寄り添う気持ちで相手の話を聴き、自分の思いも伝える。

・このワークは二重構造になっていました。
・ホスピタリティについてグループ（組）で話し合っているにもかかわらず、その時の自分
の声のかけ方や態度にホスピタリティがあったかどうかを振り返ります。
・自分の意見を主張しすぎるあまり、メンバーの意見を聴くことができなかった自分に気づ
いたり、メンバーが受け入れてくれている態度によって、とても話しやすくなったという体験
を振り返ります。
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鹿児島県医療勤務環境改善支援センター
医療労務管理アドバイザー 新屋尋崇

勤改センターでは、講演スライドにあるような医療機関への支援（あくまで支援ですので、
実践は医療機関の方々に行っていただく必要があります）をはじめ、ハラスメント研修等
の各種研修（ご依頼に応じて）も無料で行っております。詳しくはお問い合わせください。
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